
国際ロータリー第2580地区 地区副幹事 島﨑克之君(東京北RC)
１年お世話になりました。来年よろしくお願いします。

金子高一郎君 慶亮さん、どんな年になるでしょう。是非、的確な指針をお教えください。
水谷 文彦君 井上さん、卓話楽しみにしています。
井上 慶亮君 本日、がんばります！
林 茂男 君 羽田から川尻さん、ようこそです。

本日の卓話、慶亮さん、来年は平和な年にして下さい。
石渡 秀雄君 今年も一年お世話になりました。ゴルフは打ち納めして、あとは仕事納めと年末忘年

ツーリングを残すのみとなりました。
年明けは地区大会と新しい年度で幹事と忙しい一年になりそうです。

土屋 東明君 スキー場に雪が・・・。皆さん、良いお年を！
木村 美鈴君 これからもよろしくお願いします。東京ベイRCに紹介してくださった波多野さんに感謝

です。
森 達郎 君 来年もいい年になりますように。井上会員、よろしくお願い致します。
波多野幸雄君 井上さん、本日の卓話、よろしくお願いします。

私は、昭和16年9月25日生まれです。来年の運勢は如何でしょうか。
原田 俊彦君 井上さん、卓話よろしくお願いします。
野木 芳宏君 井上さんの卓話、楽しみにしております。
工藤 久志君 井上さん、本日の卓話、よろしくお願いします。
三宅 郁子君 井上さん、卓話、よろしくお願いします。
田中 保 君 今日は受付です。よろしくお願いします。

合計 30，00０円

ニコニコボックス

＜会長・幹事報告＞

・本日、例会に先立ち、12月度理事役員会が開催されました。 (詳細は裏面をご覧下さい)

＜委員会報告＞

・三宅地区大会実行委員長より、本日、例会終了後、地区大会実行委員会を開催致します。

ご出席の程、よろしくお願いいたします。

＜伝達・贈呈＞なし

<事務局より>

・以下のご出欠をお知らせください。

□1月25日 12：30点鐘～ロイヤルパークホテル 江東・ベイ合同例会

□2月8日 12：10集合 帝国ホテル中2階 「光の間」 移動例会及び地区大会会場確認

□3月15日 12：30点鐘～ホテルニューオータニ 5クラブ合同例会(3月14日分移動例会)

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「我等の生業」

■ ゲスト : 米山奨学生 ダニエラさん

■ビジター：川尻弘樹君(東京羽田RC)、島﨑克之君(東京北RC)

W E E K L Y  R E P O R T

東京ベイロータリークラブ
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ＣＬＵＢ “本当に人の為を想った行動を取っていますか？”
クラブ会長 金子高一郎

次回の卓話
江東RC・ベイRC合同例会(12：30点鐘)

「ウクライナ戦争の行方」
元在ウクライナ特命全権大使

天江喜七郎様

2023年12月21日

第1446回 例会報告
会員数 出 席   出席率   前々回訂正出席率
16人 14名 87.50％  12月7日 93.75％

第2580地区ガバナー 栃木一夫(東京北RC)

本日のプログラム

職業奉仕フォーラム

■ 例会日 毎週木曜日  １２：３０～１３：３０           ■  役  員／ 会長 金子高一郎
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1  会長エレクト 三宅 郁子
        ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615  幹事   水谷 文彦
■ 事務局  〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ    副幹事 石渡 秀雄

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長   林 茂男  

Create Hope in the World
RI会長 ゴードン R. マッキナリー

(スコットランド、ウェストロージアン )
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ロータリアンの心に 火をつけよう

2023-24年度12月度 理事役員会議事録
会長 金子高一郎
幹事 水谷 文彦

開催日時：2023年1２月２１日(木)11：00～
開催場所：ロイヤルパークホテル 2階 東雲の間
出 席 者：金子、石渡、田中、土屋、原田、森 ／ 委任状出席：三宅、水谷、井上

（１）審議・報告事項
①1月度プログラム予定に関しまして：承認

4・11日：休会 ／ 18日：職業奉仕フォーラム／
25日：江東ベイ合同例会 卓話：天江喜七郎様

②1１月度会計報告：承認 ／ 事務局へ特別賞与支給の件：承認

③1月度会合予定及び登録料一覧
1月度の地区・分区会合予定(出席予定者：敬称略)
1/29 2024-25年度Governor President Meeting(三宅)：無料

④年末家族会決算報告：承認(残金を雑収入とすることを含む)

⑤「Rotary」値上げ後の購入に関しまして
クラブでは、英文誌「Rotary」を月１冊、購入している。日本語版(ロータリーの友)を
会員数分購入しているため、購入は義務ではない。

RI理事会にて値上げ(半期＄１２→＄１８)が決定されたため、英文誌が必要とする会員
が入会する。までは購入を０とすることを承認

⑥秋田豪雨災害義援金の御礼について報告

（２）閉 会
次回の理事役員会は、1月25日(木)11時より、1月度理事役員会となります。



有効貯水量1億 5,000 m2。この平野に張り巡らされた水路は1万6,000Kmに達し、その水利
施設は現在も稼働。灌漑用水で米の収穫高は短期で30万～180 万トンで現在一大生前の八田
氏は拒み続けたものの、現地の人々の感謝の意で銅像が建てられ、第二次大戦終結で日台関
係が 冷え切った時、壊される危機があったのを農民たちが隠し、1981年に元の場所に戻さ
れました。工事中、地元の現場監督になって、地元の人々と寝起きを共にして働き、労働環
境改善に尽力。 日本人、台湾人を 平等に扱ったので地元の人々に慕われ、神を崇めると表し
てもよいほど地元の人々に大切にされる存在に。 工事中の殉職者の慰霊碑には日本人と台湾
人の名が交互に書かれているそうです。未来にかけても感謝さ れ続ける偉大な事業であり、
ダム完成後、八田氏は台湾総督府に復帰するも、1942年5月8日、長崎から フィリピンに向
かう途中、アメリカの潜水艦の攻撃で56歳の生涯を閉じました。 妻・外代樹氏は1945年9
月1日、八田氏の後を追って烏山頭ダムの放水口に身を投げ、命を絶ちました。今も外代樹氏
が人柱と なってダムを守っていると地元の人々は信じています。八田夫妻が慕われ、日台友
好の歴史を象徴するも のとして、烏山頭ダムがユネスコの世界遺産に登録されるよう日本政
府が協力できれば、 日台友好は強靭なものになるのでは・・・・と竹田氏は述べています。
八田氏の人柄は 「心の荒んだ今の時代こそ、学ぶことが多いですね」とも。 また、 竹田氏
は日台感情について、台湾は「ラブ・ジャパンで」 と。ちなみに2009年の日台交流協会が
約1,000人の男女に行った「台湾における対日意識に関する世論調査」の結果、好きな国と
して中国2%、アメリカ5%、台湾の 31%を差し置いて日本が38%となりました。母国より
も日本 と答えた人のほうが多くいました。 62%の人が親しみを感じると答え、しかも20代
が72%、 30代が 77% と、58%だった 65歳以上を上回っています。 これまで日本語教育を
受けた 70 歳以上の世代が親日的だと思っていましたが、むしろ若い世代が多いことに驚き
ました。
日本のイメージは「自然の美しい国」 「経済力、技術力の高い国」「きまりを守る国」 「豊
かな伝統と文化を持つ国」。 全体の51%が 「伝統文化」、49% が「現代文化、 ポップカル
チャー」に魅力を感じているそうです。 

↓(２枚)世界各国からの視察、観光客が絶えな
   い東洋一の烏山頭ダム全景

↑八田輿一ロータリアンへ
「ご苦労さま」の意で共に！！

↑ダムを眺望出来る位置のお墓と銅像

2023年12月21日の卓話は、井上慶亮会員による
「今を知り 今を考え 今に学ぶ」
～令和六年三碧木星甲辰年の総合的な運勢～でした。
来年度の世界、日本の動向から、各会員の九星気学から見る運勢をたっぷりお話しいただきま
した。

R情報委員長 林 茂男

◎2024年1月9日、東京江東ロータリークラブにて、職業奉仕月間につき「ロータリーの職
業奉仕とは」―その魅力を原点に学ぶー、という題で卓話して来ました。原田会員も同行し
てくれました。

◎昨年、12月31日、暮れから正月にかけて船旅で台湾に行って来ました。12月31日、台
湾ロータリークラブの八田與一氏の墓参をすることが出来ました。

※今回の１月１８日例会に石川県のロータリークラブ第2610地区の皆さんがご来場されま
すので。

※またまた、能登大震災には台湾から40億円超の義援金がありました。

※八田さんの烏山頭ダムの話は2015年12月、私が、ロータリーの友地区代表委員としてレ
ポートした詳細が有りましたので、急遽、掲載しました。

ロータリーの友委員会資料 
(2015/12 月リポート分) 

・第 2580 地区 林 茂男 (東京・沖縄) 
横組み「第5回日台ロータリー親善会議のご案内」 (P41) で、「なぜ金沢での開催となった
のでしょうか?」 について、過去に読んだ本を思い出しましたので、読み返しつつ記します
が、その前に、東日本大震災では台湾から、個人からの義援金が200億円以上あったと伝え
られており、当地区が提案した「希望の風奨学金」でも現在1億2,000万円を超える多額な
支援をいただいており、驚きと感激で、日本人として感謝 の気持ちでいっぱいです。さて
、金沢の件ですが、5～6年ほど前に竹田恒泰著『日本はなぜ世界でいちばん人気があるの
か』(PHP新書)の中に、その詳細が書かれています。台湾に造られた東洋一のダム、台湾中
部の嘉南平野にある烏山頭ダム。日本統治時代、大正から昭和期にかけて農業水利事業に大
きく貢献した技師、八田與一氏 (金沢出身)が干ばつの危機にさらされることへの改善に巨大
ダム計画を企画。予算を獲得し、1920 年着工、1930 年竣工で、 当時世界最大のダム。

右上に続く
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